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★町の人口★10,261人（+ 59) 男4,861人（+ 22）女5,400人（ 十37）世帯合計3,542（十78）平成3年1月31日現在（）は前年同月との比較です 

財政再建計画を議決 
2月7日、赤池町議会は、臨時議会を開き、赤池町財政再建計画と、 

赤池町立病院事業財政再建計画について議決しました。さらに、自治 

省に承認申請を行い、2月14日承認されました。 

（写真は昨年9月25日の本会議より） 

点
 

札
 二

月
二
十
三
日
の
西
日
本
 

新
聞
に
 
「
が
ん
ば
れ
／
赤
池
 

町
」
と
大
き
な
見
出
し
の
囲
 

み
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
 
こ
 

の
記
事
を
読
ん
で
大
い
に
励
 

ま
さ
れ
た
。
▼
 
『
私
は
、
そ
 

う
悲
観
的
で
は
な
く
、
赤
池
 

町
の
人
た
ち
は
こ
の
試
練
を
 

し
の
い
で
く
れ
る
と
信
じ
て
 

い
ま
す
。
 

「
カ
モ
メ
の
水
兵
さ
ん
」
 
を
 

作
曲
し
た
郷
土
出
身

e
童
謡
作
曲
家
河
 

村
光
陽
を
誇
り
に
し
、
彼
に
ち
な
ん
だ
 

「
童
謡
ま
つ
り
」
を
英
知
を
集
め
て
定
着
 

さ
せ
ま
し
た
 

。 
私
が
赤
池
町
 

の
財
政
再
建
に
悲
観
的
で
な
い
の
は
、
 

こ
う
し
た
住
民
や
町
当
局
の
や
る
気
、
 

熱
意
に
期
待
す
る
か
ら
で
す
 

。
 

私
は
、
赤
池
の
人
た
ち
に
 
「
頑
張
っ
て
 

い
た
だ
き
た
い
」
 
と
エ
ー
ル
を
送
り
た
 

い
の
で
す
』
と
記
さ
れ
て
い
た
▼
「
赤
池
 

町
の
再
建
団
体
入
り
は
避
け
て
通
れ
な
 

か
っ
た
選
択
だ
」
 
正
に
そ
の
通
り
だ
。
 

次
の
こ
と
ば
は
噛
み
し
め
た
い
。
「
見
通
 

し
も
定
か
で
な
い
ま
ま
に
進
め
ら
れ
た
 

事
業
計
画
な
ど
、
町
当
局
の
過
去
の
行
 

政
運
営
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
 

た
町
議
会
の
在
り
方
な
ど
は
大
い
に
反
 

省
を
求
め
た
い
」
▼
再
建
団
体
指
定
日
 

は
二
月
五
日
、
こ
の
日
、
赤
池
町
で
 

二
人
の
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
た
。
 

再
建
が
開
け
る
十
二
年
後
、
こ
の
子
 

た
ち
は
小
学
校
六
年
生
、
本
当
に
い
 

い
赤
池
町
を
こ
の
子
た
ち
に
残
し
て
 

あ
げ
た
い
。
 
二
月
五
日
、
こ
の
日
は
、
 

赤
池
町
の
 
「
出
直
し
の
日
」
 

。
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普通会計 他団体との赤字額の比較 ( )鷺望客f当りに 

み
な
さ
ま
 

赤
池
町
 

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ノ
・
 

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
大
変
申
し
訳
な
い
と
 

充
分
な
見
通
し
も
定
ま
ら
な
い
ま
ま
に
進
め
ら
れ
 

思
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
赤
池
の
将
来
を
考
え
た
 

た
事
業
計
画
な
ど
、
過
去
の
行
政
運
営
を
厳
し
く
受
 

と
き
、
こ
の
十
ニ
年
で
し
っ
か
り
と
し
た
財
政
力
 

け
止
め
、
再
出
発
し
ま
す
。
 

を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
再
 

平
成
三
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
ま
で
の
十
ニ
年
間
、
 

建
準
用
団
体
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
0

《 

が
ん
ば
り
ま
す
。
 

(309,230円） 

母 

「署一と 
依」一 

、団 」；I.i「赤. 二字 額：：『 」度 年
 

い一 
シ
入
い
 

一・建「一 
一一再・一 

コ再ン建期間・ ：「電 
或 

番「欝‘：・驚I 18億8,200万円 S 60 9年→7年 

方・・「城：％町 21億4,800万円 S 57 12年→10年 

球 ・池町” 
」「毒％ 、・私ヴ唾i，月 

' 31億7,300万円 H 3 12年 

(260,206円） 

(122,089円） 

正
な
処
分
を
行
な
い
、
滞
納
分
の
整
理
 

を
促
進
し
ま
す
。
 

②
税
外
収
入
に
関
す
る
事
項
 

切
使
用
料
は
、
経
費
と
の
均
衡
を
考
慮
 

し
て
、
公
正
妥
当
な
料
金
に
改
定
し
、
 

ま
た
、
国
の
基
準
の
定
め
が
あ
る
使
 

料
等
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
使
用
料
 

等
を
徴
収
し
、
町
の
貸
付
に
係
る
土
 

地
施
設
等
に
つ
い
て
も
一
定
の
使
 

用
料
を
徴
収
す
る
よ
う
改
正
を
行
 

な
い
ま
す
。
 

岡
手
数
料
は
、
法
令
に
基
づ
く
も
の
は
、
 

そ
の
額
と
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
 

つ
い
て
は
、
所
要
経
費
と
の
関
連
を
 

考
慮
し
、
適
正
な
額
を
徴
収
し
ま
す
。
 

⑧
財
産
収
入
に
関
す
る
事
項
 

切
町
有
地
の
可
処
分
資
産
に
つ
い
て
、
 

調
査
を
行
い
、
積
極
的
な
処
分
を
 

図
り
ま
す
。
 

岡
町
営
住
宅
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
検
 

討
し
、
可
能
な
も
の
は
処
分
し
ま
す
。
 

④
受
益
者
負
担
に
関
す
る
事
項
 

事
業
の
性
質
に
よ
り
、
必
要
な
場
合
 

は
、
受
益
の
度
合
等
を
十
分
検
討
し
、
 

受
益
者
負
担
金
を
徴
収
し
ま
す
。
 

⑤
地
方
債
（
借
入
金
）
に
関
す
る
事
項
 

借
入
金
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
償
還
 

を
十
分
考
慮
し
、
抑
制
に
努
め
ま
す
。
 

⑥
貸
付
金
に
関
す
る
事
項
 

各
種
貸
付
金
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
 

最
も
合
理
的
な
方
法
で
完
全
回
収
を
め
 

ざ
し
、
特
に
住
宅
新
築
資
金
に
つ
い
て
 

は
、
裁
判
等
の
法
的
措
置
を
含
め
、
そ
 

の
回
収
に
全
力
を
傾
注
し
、
回
収
率
の
 

向
上
を
図
り
ま
す
。
 

赤池町 方城町 香春町 

歳
出
に
関
す
る
事
項
 

管
理
的
経
費
は
必
要
最
少
限
の
支
出
 

に
止
め
、
人
件
費
及
び
行
政
的
経
費
は
 

国
・
類
似
団
体
（
全
国
的
に
赤
池
町
に
 

似
た
団
体
）
の
水
準
を
考
慮
し
な
が
ら
 

抑
制
に
努
め
ま
す
。
建
設
事
業
な
ど
の
 

経
費
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
実
施
す
 

る
も
の
と
し
て
、
総
体
的
に
事
業
の
抑
 

制
を
図
り
ま
す
。
 

m
人
件
費
に
関
す
る
事
項
 

の
行
政
組
織
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
 

い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
普
通
会
計
 10
 

課
1
室
（
現
在
 13 

課
1
室
）
、
他
会
 

計
で
2
課
の
 12 

課
1
室
と
し
ま
す
。
 

団
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
職
員
配
置
の
 

適
正
化
、
事
務
処
理
の
合
理
化
に
努
 

め
、
類
似
団
体
以
下
の
1
0
4
人
と
 

し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
年
齢
構
 

成
の
不
均
衡
を
解
消
の
た
め
に
財
 

政
再
建
計
画
と
調
整
を
図
り
な
が
 

ら
、
必
要
に
応
じ
新
規
採
用
を
行
い
 

ま
す
。
 

吻
特
別
職
（
町
長
・
議
員
等
）
報
酬
に
 

つ
い
て
は
類
似
団
体
の
状
況
を
勘
 

案
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
 

当
分
の
間
、
現
行
の
ま
ま
据
え
置
 

く
も
の
と
し
ま
す
。
 

国
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
原
則
と
 

し
て
国
家
公
務
員
の
給
与
表
に
準
 

ず
る
も
の
と
し
ま
す
。
 

困
時
間
外
手
当
の
支
給
は
、
現
行
の
 

7
％
を
3
％
の
範
囲
に
改
め
ま
す
。
 

（
但
し
、
災
害
等
に
よ
る
場
合
は
除
く
）
 

②
物
件
費
に
関
す
る
事
項
 

の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
内
 

容
と
必
要
性
を
十
分
検
討
し
、
必
 

財

政

再

建

の

 

麟
ミ
）
ら
」
一
、
犀
撫
舞
『
戸
ー
違
雄
井
お
灘
 

昭
和
 40 

年
代
後
半
か
ら
 50 

年
代
に
か
 

け
て
、
石
炭
産
業
の
崩
壊
に
よ
る
旧
産
 

炭
地
特
有
の
財
政
需
要
に
応
え
る
た
め
、
 

公
共
施
設
及
び
生
活
環
境
の
整
備
や
失
 

業
対
策
事
業
を
多
額
の
地
方
債
（
借
金
）
 

に
依
存
し
て
実
施
し
、
ま
た
、
近
年
に
 

お
け
る
行
政
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
 

高
ま
り
に
対
処
し
て
福
祉
の
向
上
を
図
 

る
べ
く
、
地
域
改
善
対
策
事
業
な
ど
、
 

町
の
財
政
力
を
超
え
る
事
業
を
積
極
的
 

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
行
政
需
要
の
増
加
と
住
民
要
 

求
の
多
様
化
に
伴
い
、
諸
々
の
行
政
経
 

費
は
増
大
し
、
特
に
建
設
事
業
経
費
の
 

増
を
招
き
、
こ
の
結
果
、
公
債
費
（
借
 

金
返
済
）
の
著
し
い
増
高
、
各
種
施
設
 

の
維
持
管
理
費
の
増
加
、
さ
ら
に
物
件
 

費
、
補
助
費
等
の
累
増
、
職
員
数
の
増
 

加
に
よ
る
人
件
費
の
増
加
を
も
た
ら
し
 

ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
昭
和
 54
 

年
度
以
降
4
回
に
わ
た
り
財
政
健
全
化
 

計
画
を
策
定
し
、
単
独
事
業
の
抑
制
、
 

職
員
給
与
の
削
減
、
使
用
料
の
改
定
な
 

要
最
少
限
度
の
人
員
と
し
、
経
費
 

の
削
減
に
努
め
ま
す
。
 

岡
旅
費
に
つ
い
て
は
、
関
係
条
例
を
 

改
正
す
る
と
と
も
に
、
出
張
目
的
、
 

効
果
等
を
十
分
検
討
精
査
し
、
節
 

減
に
努
め
ま
す
。
 

団
需
用
費
に
つ
い
て
は
、
不
要
不
急
な
 

経
費
を
整
理
し
、
事
務
用
品
等
は
集
 

中
管
理
に
よ
り
節
減
に
努
め
ま
す
。
 

国
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
専
 

門
的
技
術
を
要
す
る
事
業
を
除
き
、
 

今
後
十
分
精
査
し
抑
制
し
ま
す
。
 

困
そ
の
他
の
物
件
費
に
つ
い
て
も
支
 

出
実
態
を
検
討
し
、
節
減
に
努
め
ま
す
。
 

⑧
扶
助
費
に
関
す
る
事
項
 

補
助
事
業
は
過
去
の
支
出
額
の
推
移
、
 

特
定
財
源
の
収
入
額
の
推
移
を
勘
案
し
 

て
行
う
も
の
と
し
、
単
独
事
業
は
、
原
 

則
と
し
て
行
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
 

④
補
助
費
等
に
関
す
る
事
項
 

切
補
助
金
、
寄
附
金
、
負
担
金
等
に
つ
 

い
て
は
、
そ
の
支
出
の
根
拠
及
び
そ
 

の
効
果
、
ま
た
、
そ
の
受
益
度
等
を
 

検
討
し
、
縮
小
整
理
に
努
め
ま
す
。
 

田
そ
の
他
は
、
支
出
の
根
拠
、
内
容
 

効
果
等
を
十
分
検
討
し
、
縮
小
整
 

理
に
努
め
ま
す
。
 

⑤
建
設
事
業
に
関
す
る
事
項
 

切
事
業
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。
 

岡
国
庫
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
事
業
 

を
優
先
し
、
公
債
費
（
借
金
）
負
 

担
の
増
加
を
招
く
事
業
は
原
則
と
 

し
て
行
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
 

回
単
独
事
業
は
、
原
則
と
し
て
行
わ
 

な
い
も
の
と
し
ま
す
。
 

国
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
 

額
等
を
適
確
に
把
握
し
、
財
政
余
 

赤 

字 

額 

法律では、地方財政再建促進特別 
措澱法といい、昭和30年に財政の 
再建を行わせることを目的として制 
定された法律です。 

赤字団体が準用再建によって再建 
を行なう場合は、 
①議会の議決を経て自治大臣に 
申し出を行なう。 

平成3年9月25日議決、 
平成4年I月加日申出 

◇ 

②大臣は再建計画を作成する日 
を指定し、団体はその指定日現在 
で計画書を作成する。 

指定日平成4年2月5日 
く】ソ 

⑧指定日現在による再建計画を 
作成し、議会の議決を経て、大臣 
の承認を受ける。 
平成4年2月7日議決、滴10日 
承認申請、同t4日自治大臣承認 

◇ 

④再建計画に基づき、予算を調整 
することの義務ー 

く7 
⑤再建計画の大臣承認後、要領を 
住民に公表し、実行する。 

基

本

方

針

 

ぎ
郵
撫
議
篇
」
琴
h
”
勲
熱
舞
舞
叫
毒
議
離
難
麟
灘
 

ど
、
そ
の
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
 

が
、
今
日
に
至
っ
て
も
財
政
は
依
然
と
 

し
て
好
転
が
見
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
、
土
 

地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
う
債
務
の
引
 

取
り
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
極
め
て
憂
 

慮
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
行
財
政
運
営
の
正
常
化
と
 

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
も
っ
て
地
 

方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
い
た
地
域
住
民
 

の
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
 

し
て
、
財
政
再
建
を
行
う
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

総
括
的
な
事
項
 

m
職
員
の
適
正
配
置
に
関
す
る
方
針
 

機
構
の
簡
素
合
理
化
、
職
員
の
適
正
 

配
置
、
事
務
処
理
の
合
理
化
等
に
よ
っ
 

て
行
政
執
行
の
能
率
化
に
努
め
ま
す
。
 

×
 

②
予
算
編
成
及
び
執
行
に
関
す
る
方
針
 

の
標
準
財
政
規
模
を
勘
案
し
、
財
政
 

規
模
の
膨
張
を
極
力
抑
制
し
ま
す
。
 

岡
財
政
構
造
の
改
善
に
努
め
収
支
の
 

均
衡
を
図
り
ま
す
。
 

回
公
債
費
（
借
金
返
済
）
負
担
の
軽
 

減
を
図
る
た
め
、
極
力
地
方
債
の
 

繰
上
償
還
（
借
金
の
早
期
返
済
）
を
 

行
い
、
財
政
体
質
の
早
期
改
善
に
 

努
め
ま
す
。
 

国
一
般
的
に
で
る
支
出
を
基
本
と
し
、
 

国
や
県
の
補
助
金
な
ど
を
伴
う
支
 

出
等
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
定
 

を
待
っ
て
支
払
い
、
確
実
な
資
金
 

計
画
と
厳
正
な
予
算
の
執
行
を
図
 

る
等
、
歳
入
欠
陥
の
防
止
に
努
め
 

ま
す
。
 

困
事
務
用
品
等
は
集
中
管
理
し
、
経
 

費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。
 

財
政
の
再
建
に
必
要
な
旦
（
体
的
措
置
 

欝
響
線
驚
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鷺
町
夢
 
血
蕪
「
x
難
警
勲
」
蕪
慧
『
嘉
薫
鷲
響
戸
』
鷺
，
「
勃
』
熱
議
讐
舞
 

歳
入
に
関
す
る
事
項
 

騒
競
雄
縫
翻
講
「
鯉
 

m
税
収
入
に
関
す
る
事
項
 

的
な
計
画
徴
収
を
促
進
し
ま
す
o

ま
た
 

課
税
の
適
確
な
把
握
に
努
め
、
公
平
 

滞
納
者
に
対
し
て
は
法
規
に
基
づ
き
厳
 

裕
力
の
範
囲
内
で
行
い
、
歳
入
欠
 

陥
の
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

⑥
そ
の
他
の
経
費
に
関
す
る
事
項
 

切
平
成
3
年
度
に
お
い
て
、
土
地
開
 

発
公
社
を
解
散
し
、
同
公
社
の
所
 

有
し
て
い
る
土
地
を
購
入
し
ま
す
。
 

m

病
院
事
業
会
計
は
、
繰
出
基
準
に
 

基
づ
き
、
所
要
額
を
繰
り
出
す
こ
と
 

と
し
ま
す
。
ま
た
、
病
院
債
務
解
消
 

の
た
め
の
繰
り
出
し
に
つ
い
て
は
、
 

12 "
 11 1年次 前年 

32 億円 

平
成
2
年
度
末
の
債
務
額
の
3
分
 

2
相
当
額
（
3
億
2
千
6
百
万
円
）
 

を
平
成
3
年
度
及
び
平
成
4
年
度
 

に
お
い
て
繰
り
出
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
 

地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
一
時
借
 

入
金
利
子
に
つ
い
て
も
繰
り
出
し
 

を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。
 

回
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
も
、
そ
 

の
必
要
性
を
十
分
調
査
検
討
し
、
 

抑
制
節
減
に
努
め
ま
す
。
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大変心潜しいのですが 
4月より値上げさせていただきます 

赤
池
町
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
、
町
営
仕
呂
七
使
思
お
永
」
輯
、
 

町
良
公
露
使
用
料
、
証
明
志
数
料
な
ど
の
値
上
げ
と
、
消
費
税
 

の
転
稼
を
行
な
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
財
政
再
 

建
計
画
に
よ
る
も
の
で
、
二
月
臨
時
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
出
費
が
か
さ
み
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
 

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

は、 現行の金額です＞・ 、ノ く
 

＜表の中の 

町営住宅使用料 
。団地別、建設年度別、種別により家賃額が決め 
られていますが、すべての金額の記載ができませ 

んので、⑨としてお知らせします。 
。入居者の方は後日担当より説明会が行われます。 

（単位】円） 

水 道 料 金 

三基本料金舞「 

::, ，鵬親J 珠：二1予 ず年議定 6：年度改定 
a 年鰍鷺「 」0横灘 

のJ:: : ，舞浄／ 
舞ク一ズ1 4,300 4,600 4,900 5,100 5,300 

電’’舞寒：ゾ・ 

事ク一ス2 9,200 9,500 9,800 10,100 10,400 

保 育 料 
国の微収基準どおりに改定されます。 

勤労者体育センター使用料 

手数料 
税務課諸証明1 (250 ) 

戸籍係諸証明」 300 円 

占：・種爆料「： 

「ら「 

円
 

?

 

(800)
 1

.

~

~

~

 

く：夜：::::::::::：聞麟I 

q2005~~）円 
使用時間は、2時間を限度とし、 

1時間を増すごとに5割増とする。 
（消費税を含む） 

汚水処理施設使用料 

一般世帯の使用料金（110) 

1d当り140円 
（消費税を含む） 

鷲過料識 

料金（円）' 

(240) 
270 

(1,660) 
1,830 

熱金鵬， 

(J,080 ) 
1,190 

3m

ら
d

堵
 

缶
 
加
 
h
 
わ
 

(1,300) 
1,430 

13mm 

20mm 

(1,380) 
1,520 

25mm 
S武 

まで 
(1,480) 
1,630 

(2,060) 
2,270 

101 IT 
から 
im' 

につき 

(12,880) 
14,170 
(15,300) 
16,830 

40mm 

50瓜，以上 

13町以上 

13罵，以上 
100 rr 

まて三 

31 

? 
91 

去」 

?m

・り，m 

n
 

山
 
加
 
h
 
り
 

(1,380) 
1,520 

(1,480) 
1,630 

(2,060) 
2,270 

25mm 

40mm 

50mm 

編護農火控鳥 演習1回10分ごと 

（消費税を含む） 

町
立
病
院
も
再
建
団
体
（
企
業
）
に
指
定
 町民会館使用室及び使用料 （単位：円） 

体 育 施 設 

一
一
月
五
日
、
赤
池
町
の
再
建
準
用
団
体
指
定
に
時
期
を
あ
 

わ
せ
て
町
立
病
院
も
財
政
再
建
企
業
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
立
病
院
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
設
立
、
公
立
病
院
と
し
 

て
ニ
＋
五
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
内
科
、
外
科
、
整
 

形
外
科
を
有
し
、
救
急
ニ
次
病
院
と
し
て
の
役
割
も
は
た
し
 

て
お
り
田
川
市
立
病
院
、
緑
ケ
丘
病
院
と
並
ぶ
地
域
医
療
の
 

中
核
を
な
し
て
い
ま
す
。
 

ベ
ッ
ド
数
は
六
十
床
、
年
間
ニ
万
人
の
入
院
患
者
と
五
万
 

七
千
人
の
外
来
患
者
が
あ
り
、
医
療
収
益
は
七
億
三
千
万
円
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

、、ノ 
に
J
 

ノ
く
 

利
用
状
況
は
、
町
内
の
方
が
七
十
六
％
名
実
共
に
町
の
 

病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
過
疎
地
域
の
医
師
の
確
保
の
む
ず
か
し
さ
や
 

経
営
努
力
の
不
足
、
一
般
会
計
か
ら
の
援
助
が
適
当
に
お
 

こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
等
の
理
由
で
借
金
が
か
さ
み
、
四
億
 

九
千
万
円
の
返
す
め
ど
の
立
た
な
い
金
額
に
膨
れ
ま
し
た
。
 

町
立
病
院
の
財
政
再
建
計
画
は
、
こ
の
借
金
の
解
消
が
 

大
き
な
目
標
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
三
分
の
ニ
を
役
場
が
 

肩
代
わ
り
し
、
残
り
を
今
後
五
年
間
で
自
力
解
消
し
て
行
 

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
立
病
院
財
政
再
建
 

の
基
本
方
針
 

国
財
政
再
建
の
期
間
 

平
成
三
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
 

の
五
年
間
で
す
。
 

図
再
建
の
基
本
方
針
 

収
入
の
確
保
及
び
人
件
費
、
材
料
費
 

等
の
経
費
の
節
減
に
よ
っ
て
債
務
を
解
 

消
し
経
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。
 

固
解
消
す
べ
き
債
務
 

四
億
九
千
万
円
 

団
健
全
化
の
具
体
的
措
置
 

【
収
入
に
関
す
る
事
項
】
 

入
院
患
者
・
外
来
患
者
の
確
保
と
診
 

療
単
価
の
向
上
を
は
か
る
た
め
 

①
全
職
員
が
企
業
意
識
を
も
っ
て
患
者
 

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。
 

②
待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
施
設
の
改
 

造
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
の
増
築
を
行
い
 

各年度において解消する債務 
債務額 
4億9,042 万円 

平載購渡 

：一（犠薫藻：) 

平成4年慶」 

（「雲蕪慶） 

I平成電蕪競’ 

美4年度業 

i蕪議驚薫雛I 

業賞洋度） 

解消ずる，幸 

債葬務額：・： 

(30,000) 
37,500

(15,000) 
18,700

(11,000) 
13,700

(7,500) 
9,400 

(33,000) 
41,200 

(19,000) 
23,700 

(15,000) 
18,700 

(10,000) 
12,500 

(10,000) 
12,500

(5,500) 
6,900

(4,500) 
5,600

(3,000) 
3,700 

(5,500) 
6,900

(5,500) 
6,900

(3,000) 
3,700

(3,000) 
3,700

(2,200) 
2,700

(2,200) 
2,700

(1,500) 
1,900 
(1,500) 
1,900

(3,000) 
3,700 

(2,000) 
2,500 

(1,500) 
1,900 

(1,000) 
1,200 

(5,500) 
6,900

(3,000) 
3,700

(2,200) 
2,700 

(1,500) 
1,900 

(5,500) 
6 900 

(3,000) 
3,700 

(2,200) 
2,700 

(1,500) 
1,900 

(5,500) 
6,900 

(3,000) 
3,700 

(2,200) 
2,700

(1,500) 
1,900 

(5,500) 
6,900 

(8,000) 
10,000
(3,000) 
3,700 

(4,000) 
6,900 

(5,500) 
6,900 

(3,000) 
3,700 

(4,000) 
5,000 

(1,500) 
1,900 

(2,000) 
3,700 

(3,000) 
3,700 

(2,200) 
2,700 

(3,000) 
3,700 
(1,000) 
1,200 
(1,500) 
2,700 

(2,200) 
2,700 

(1,500) 
1,900 

(2,000) 
2,500 :：磐： 

( 800) 
1,000 
(1,000) 
1,900 女】・子'1糞聖署ンて室 

(1,500) 
1,900 

※消費税を含む 

二：・備・‘: fてく考・ 

一面当り 

々 

1時間増すご 
とに5 割増し 
とする。 
ただしロッカ 

ーは除く。 

町外者（l000
)25~ 

町外者（搬） 

利用金額（円丁 

(1,200) 
1,500 
(600) 
750 
(600) 
750 
(600) 
750 

こども（50

)6 ~ 

中高生（留 

大 人（ll8) 
ロッカー (50

)6 ~ 

(60758 ）一面 

(l0005

~~）一面 

1時間 

I施設落分 

隊く場 

1時間 民ングランド：, 

1時間 

1時間 Jk：・ 町民 

2時間 

ま
す
。
 

③
診
療
収
益
の
増
収
を
図
る
た
め
、
投
 

薬
の
一
部
を
一
週
間
処
方
に
し
ま
す
。
 

④
外
来
患
者
の
確
保
を
図
る
た
め
、
 
一 

部
診
療
科
の
午
後
外
来
診
療
を
実
施
 

し
ま
す
。
 

【
支
出
の
節
減
に
関
す
る
事
項
】
 

人
件
費
の
削
減
の
た
め
 

職
員
給
与
の
十
二
月
の
延
伸
や
時
間
外
 

手
当
の
削
減
を
行
い
ま
す
。
 

材
料
費
の
削
減
の
た
め
薬
品
を
現
金
 

購
入
等
の
方
法
に
切
り
替
え
ま
す
。
 

4億 
9,042 

万円 

5,859 
万円 

5,497 
万円 

4,308 
万円 

1億 
8,158 

万円 

1億 
可220 

万円 

1時間 

1時間 
く×：g 確

町民：：グニラ

1. 1時間に満たない時間の使用料は1時間に 
切り上げる。 

2 .夜間照明施設使用料は減免対象とならない。 

（消費税を含む） 

ち

か

ん

 

痴
漢
・
誘
拐
防
止
に
 

ご
協
カ
を
 

二
月
二
十
日
、
飯
 

塚
市
潤
野
小
学
校
一
 

年
生
の
児
童
二
人
が
、
 

誘
拐
殺
室
口
さ
れ
る
と
 

い
う
い
た
ま
し
い
事
 

件
が
発
生
し
ま
し
た
。
幼
い
子
供
の
命
 

を
奪
う
悲
惨
な
事
件
が
起
こ
ら
な
い
よ
 

う
町
民
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
、
強
く
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
こ
と
を
十
分
配
意
し
て
 

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

o
近
所
で
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
 

も
が
い
た
ら
、
早
く
家
に
帰
る
よ
う
 

声
が
け
を
し
て
下
さ
い
。
 

o
近
所
で
一
人
遊
び
、
一
人
歩
き
の
子
 

ど
も
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
注
 

意
し
て
下
さ
い
。
 

o
子
ど
も
の
泣
き
声
、
叫
び
声
な
ど
異
 

様
な
声
を
聞
い
た
と
き
は
、
そ
の
原
 

因
を
確
か
め
て
下
さ
い
。
 

・
痴
漢
・
誘
拐
な
ど
、
こ
の
種
の
事
犯
 

に
関
係
あ
る
こ
と
は
、
学
校
ま
た
は
 

緊
急
の
と
き
は
警
察
の
方
へ
ご
連
絡
 

下
さ
い
。
 

田
川
警
察
署
。
製
1
2
i
2
0
 

赤
池
町
教
育
未
文
員
会
 

人
権
毎
間
一
犠
集
号
ば
療
災
職
 

に
議
繊
驚
一
蕪
一
繊
繊
議
薫
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囲碁同好会 
だより 

2月例会成績 

優勝者 
A ノぐート 

焼山文明さん（高 尾） 

B ノぐ・ート‘ 

緒方秀敏さん（稲 荷） 

C ノぐート 

山本 繁さん（緑ケ丘NT) 

3月例会及び勉強会 

月例会 8日（日） 

9: 30 -17: 00 

勉強会14日（士） 

21日（土） 

13: 00 '-17: 00 

平成3年度最後の月となりまし島 

多数の参加をお待ちしています。 

囲碁同好会 

縄田会長より 

赤池町立病院副院長 
魔瀬憲治先生 

今
回
は
、
慢
性
肝
炎
の
お
話
を
さ
せ
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

＊
慢
性
肝
炎
と
は
 

慢
性
と
い
う
言
葉
は
、
病
院
で
よ
く
 

聞
か
さ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
 

と
っ
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
言
葉
な
の
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

慢
性
の
病
気
と
は
、
急
性
の
病
気
と
 

対
比
し
て
使
わ
れ
、
病
気
の
進
行
が
ゆ
っ
 

く
り
し
て
い
る
、
症
状
が
あ
ま
り
激
し
 

く
な
い
、
な
か
な
か
治
り
に
く
い
と
言
 

う
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。
た
と
 

え
ば
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
が
慢
性
 

の
病
気
で
す
。
 

で
は
、
慢
性
肝
炎
と
は
ど
う
い
う
病
 

気
な
の
で
し
ょ
う
か
、
肝
炎
と
い
う
の
 

は
、
急
性
に
し
ろ
慢
性
に
し
ろ
、
肝
臓
 

の
内
部
（
肝
細
胞
）
に
ウ
イ
ル
ス
が
入
 

り
こ
み
、
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
 
つ
け
 

よ
う
と
す
る
体
の
防
御
機
構
（
免
疫
機
 

能
）
に
よ
っ
て
、
肝
細
胞
自
体
が
壊
さ
 

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
 

急
性
肝
炎
で
は
、
ほ
と
ん
ど
ウ
イ
ル
 

ス
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
い
、
肝
炎
も
速
 

や
か
に
改
善
す
る
の
で
す
が
、
慢
性
肝
 

炎
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃
す
る
は
ず
 

の
免
疫
機
能
が
不
十
分
に
な
っ
て
お
り
、
 

肝
炎
が
な
か
な
か
治
り
に
く
い
状
熊
に
 

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

m

慢
性
ウ
イ
ル
ス
に
ど
う
し
て
な
る
の
か
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

＠
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
1
月
 21 

日
、
2
月
 20 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

白
川
忠
義
（
市
場
）
 

o
亀
井
博
（
岩
屋
）
 
o
進
チ
マ
子
（
猿
 

田
）
o

中
薗
義
人
（
北
町
）
o

世
良
光
 

章
（
上
小
路
）
o

石
山
一
夫
（
北
町
）
 

o
藤
元
ァ
ヤ
子
（
東
組
）
以
上
七
件
で
一
一
 

十
一
万
五
千
円
で
す
。
 

【
快
気
祝
】
o

伊
藤
利
子
廿
金
一
封
 

【
寄
附
】
o

横
川
輝
雄
廿
五
千
円
o

渡
 

辺
有
治
廿
二
千
円
o

匿
名
の
人
（
一
件
）
 

廿
一
万
円
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
 

（
企
業
、
法
人
等
 

一
口
廿
一
万
円
）
o

赤
池
町
身
体
障
害
 

者
福
祉
会
役
員
一
同
且
一
口
 

【
賛
助
会
員
】
 

（
個
人
、
 

一
般
一
口
廿
 

千
円
）
o

沢
永
孝
美
廿
一
ロ
o

高
盛
千
 

景
廿
十
ロ
・
渡
辺
有
治
廿
二
ロ
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
 
o
福
祉
バ
 
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
七
万
五
千
五
百
 

一
一
十
一
円
 

老
人
ホ
ー
ム
 
天
郷
荘
 

o
中
島
久
太
郎
廿
高
菜
 45 

加
o

国
際
ソ
 

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
田
川
廿
車
い
す
2

台、 

タ
オ
ル
 71 

枚
、
菓
子
3
箱
 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ
て
慢
性
肝
 

炎
に
な
り
ま
す
が
、
A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
 

ス
に
よ
る
慢
性
肝
炎
は
な
い
の
で
、
B
 

型
と
c
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
 

こ
り
ま
す
。
 

②
慢
性
肝
炎
の
種
類
は
 

前
回
ま
で
に
も
お
話
し
ま
し
た
よ
う
 

に
、
B
型
慢
性
肝
炎
は
キ
ャ
リ
ァ
（
保
 

因
者
）
か
ら
の
発
病
で
起
こ
り
ま
す
が
、
 

急
性
肝
炎
か
ら
慢
性
化
す
る
こ
と
は
ほ
 

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
 

日
本
で
は
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
 

リ
ア
が
約
3
0
0
万
人
お
ら
れ
、
そ
の
 

10 

%
（
約
 30 

万
人
）
が
B
型
慢
性
肝
炎
 

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
c
型
慢
性
肝
炎
は
、
キ
ャ
 

リ
ア
か
ら
の
発
病
も
あ
り
ま
す
が
、
B
 

り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
型
と
言
っ
て
も
、
 

み
ん
な
が
み
ん
な
肝
硬
変
に
な
る
わ
け
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
活
動
型
か
非
活
動
型
か
と
言
う
 

確
実
な
診
断
を
す
る
に
は
、
肝
臓
に
針
 

を
刺
し
て
肝
臓
の
組
織
を
と
っ
て
く
る
 

肝
生
検
と
い
う
検
査
が
必
要
で
す
。
 

④
慢
性
肝
炎
に
な
っ
た
ら
 

食
欲
が
な
い
、
疲
れ
易
い
、
き
つ
い
 

な
ど
の
症
状
を
訴
え
ら
れ
る
人
も
お
ら
 

れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
症
状
の
な
い
人
 

の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
 

慢
性
肝
炎
が
発
見
さ
れ
る
の
は
、
他
の
 

病
気
で
病
院
へ
行
き
偶
然
発
見
さ
れ
た
難
 

り
、
人
間
ド
ッ
グ
で
分
か
っ
た
り
す
る
難
 

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
基
本
的
に
は
、
難
 

血
液
検
査
を
し
な
け
れ
ば
、
慢
性
肝
炎
難
 異

常
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

成
人
病
は
、
別
名
“
生
活
習
慣
〉
と
 

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
の
不
摂
 

治
 り
に
く
い
慢
性
肝
炎
 

ー

肝

臓

病

教

室

6

ー
 

型
肝
炎
と
違
い
急
性
肝
炎
の
後
、
慢
性
 

化
し
慢
性
肝
炎
に
な
る
方
が
多
い
こ
と
 

で
す
。
わ
が
国
で
は
、
c
型
肝
炎
キ
ャ
 

リ
ア
が
約
1
5
0
万
人
お
ら
れ
、
そ
の
 

う
ち
約
 50 

％
以
上
が
c
型
慢
性
肝
炎
に
 

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑧
慢
性
肝
炎
の
分
類
は
 

慢
性
肝
炎
に
も
、
肝
臓
の
炎
症
状
態
 

が
良
い
人
と
悪
い
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
人
達
を
同
じ
よ
う
に
扱
え
な
い
の
 

で
、
2

つ
の
型
に
分
け
て
呼
ぶ
よ
う
に
 

し
ま
し
た
。
 

①
活
動
型
ー
炎
症
が
激
し
く
、
進
行
し
て
 

肝
硬
変
に
な
る
危
険
性
が
高
い
タ
イ
プ
。
 

②
非
活
動
型
ー
炎
症
が
ひ
ど
く
な
く
、
 

肝
硬
変
に
は
な
り
に
く
い
タ
イ
プ
。
た
 

だ
し
、
活
動
型
の
人
が
非
活
動
型
に
な
 

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
ま
た
あ
 

難
鷺
薬
し
象
で
み
ま
鱗
拶
か
一
 

「
老
人
農
園
」
参
加
募
集
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
下
会
 

長
）
で
は
、
赤
池
町
の
委
託
に
よ
り
、
 

平
成
四
年
度
老
人
生
き
甲
斐
対
策
「
老
 

人
農
園
」
事
業
を
行
な
い
ま
す
。
そ
こ
 

で
次
の
と
お
り
参
加
さ
れ
る
人
を
募
集
 

し
ま
す
。
 

．
期
 

間
 
平
成
4
年
4
月
1

日
よ
り
 

平
成
5
年
3
月
 31 

日
ま
で
 

．
参
加
で
き
る
人
 

m

町
内
に
居
住
し
 65 

才
か
ら
 80 

才
ま
 

で
の
人
。
 

②
健
康
で
あ
る
こ
と
。
（
要
健
康
診
断
書
）
 

※
夫
婦
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

．
申
し
込
み
 

赤
池
町
福
祉
せ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
役
 

場
住
民
福
祉
課
ま
で
（
申
し
込
み
書
 

を
準
備
し
て
い
ま
す
）
 

．
締
め
切
り
 

3
月
 24 

日
因
ま
で
 

．
定
 

員
 
30 

名
（
定
員
に
な
り
次
第
 

締
め
切
り
ま
す
）
 

義ぎ一 福
械
】
 

かーれ一議一」 

難
ら
の
お
鱗
鱗
警
 

観
 

4
月
1

日
困
か
ら
、
福
祉
バ
ス
「
ふ
れ
 

は
分
か
ら
な
い
、
と
さ
え
言
え
る
と
思
 

い
ま
す
。
 

⑤
肝
臓
の
血
液
検
査
と
は
 

肝
臓
の
血
液
検
査
の
こ
と
を
、
肝
機
 

能
検
査
と
言
っ
た
り
し
ま
す
。
 
代
表
的
 

な
肝
機
能
検
査
に
つ
い
て
お
話
し
て
お
 

き
ま
す
。
 

①
G
o
T

ー
肝
細
胞
が
壊
れ
た
場
合
に
 

上
昇
し
ま
す
。
正
常
値
は
、
 
40 

単
位
以
 

下
で
す
。
 

②
G
P
T

ー
こ
れ
も
肝
細
胞
が
壊
れ
た
 

と
き
に
上
昇
し
ま
す
。
正
常
値
は
、
 
35 

単
位
以
下
で
す
。
G
o
T

、
G
P
T

が
 

少
し
で
も
上
昇
し
て
い
る
場
合
は
、
な
 

ん
ら
か
の
肝
臓
の
障
害
が
あ
る
と
考
え
 

て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

次
回
も
慢
性
肝
炎
の
お
話
の
つ
づ
き
 

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

あ
い
号
」
の
運
行
路
線
と
運
行
時
刻
が
 

か
わ
り
ま
す
。
新
し
い
路
線
図
と
時
刻
 

表
を
各
ご
家
庭
へ
配
り
ま
す
の
で
、
ま
 

ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

3月福祉センターの行事 

休館日 2日、9日、15日、16日、20日、23日、30日 

心配ごと相談日 7日、17日、27日 
（午前10時30分より午後3時まで） 

・健康相談日10日因午前10時30分から午後2 時まで 

健康講演会11日困午前11時より 

・仏教講演会13日岡午前H 時より 

・福祉バス運行 毎日運行しています。 

・演 芸 入館者の方へ自由に舞台を提供しています。 

× ※ゲートボール場も自由にご利用下さい。 ノ 

3
月
は
、
少
年
を
暴
力
団
等
 

／

 
か
ら
守
る
強
化
月
間
で
す
o
 

ー
フ
 

県
下
に
は
、
約
三
千
二
百
人
 

ろ

 
の
暴
力
団
員
が
お
り
、
暴
力
団
 

お
組
織
の
威
力
を
利
用
し
て
、
経
 

『い 

済
生
活
へ
の
進
出
や
民
事
介
入
 

●フ 

こーI

一，、ー一く 

J
ー
ー
．
1
1
一 

些
 
に
よ
る
住
民
の
生
活
へ
の
浸
透
 

多

 
等
を
は
か
っ
て
い
ま
す
o

ま
た
、
 

励
活
動
の
資
金
源
や
組
織
の
拡
大
 

カ
の
た
め
少
年
に
目
を
向
け
て
い
 

舞
ま
す
。
 

を

 

皆
さ
ん
方
で
、
子
供
が
暴
力
 

戸
団
へ
の
加
入
や
、
被
害
を
受
け
 

M
 

て
い
る
な
ど
見
聞
き
さ
れ
た
ら
 

ダ
近
く
の
警
察
署
ま
で
…
o
 

＊
田
川
警
察
署
廿
 42
 

1
2
1
2
0
 

)?w
一 

』（一 

赤
池
町
に
お
い
て
も
高
 

齢
化
が
進
み
、
着
実
に
成
 

人
病
の
増
加
が
み
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
昨
年
行
わ
れ
た
 

一
般
健
康
診
査
の
結
果
を
 

み
て
も
、
血
圧
の
高
い
方
、
 

高
脂
血
症
の
方
、
太
り
す
 

ぎ
の
方
が
目
立
っ
て
多
く
、
 

約
8
割
の
方
に
何
ら
か
の
 

生
な
生
活
習
慣
が
大
き
く
影
響
し
て
い
 

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
と
く
に
食
習
慣
 

が
積
も
り
積
も
っ
て
表
に
あ
ら
わ
れ
る
 

病
気
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
現
代
で
は
大
人
だ
け
で
な
く
、
 

子
供
の
間
で
も
、
成
人
病
が
注
目
さ
れ
 

て
い
る
状
況
で
す
。
食
生
活
が
豊
か
に
 

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
望
ま
し
い
こ
と
 

で
す
が
、
子
供
ま
で
も
が
危
険
に
さ
ら
 

さ
れ
て
い
る
恐
し
い
時
代
な
の
で
す
。
 

健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
食
 

生
活
や
日
常
生
活
に
十
分
な
気
配
り
が
 

必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
す
 

蕪
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
c

し
か
し
、
力
わ
 

燕
選
灘
」
舞
」
』
 

薄
環
一
 

」麟 

臨
（
（
「
（
 

ーr
名
叫
難
灘
一
 

麟
舞
織
 

健
康
食
の
調
理
実
習
を
あ
わ
せ
て
行
い
 

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
教
室
を
修
了
さ
れ
 

た
方
に
は
修
了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。
 

で
き
れ
ば
、
赤
池
町
の
食
生
活
改
善
 

推
進
員
協
議
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
 

一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
楽
し
く
懇
親
会
 

等
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
赤
池
町
の
健
康
 

づ
く
り
の
た
め
に
ご
活
躍
、
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
「
食
進
会
」
 
に
つ
い
て
は
食
生
 

活
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
 

を
中
心
に
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
会
 

費
は
殆
ん
ど
い
り
ま
せ
ん
。
 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
友
達
同
志
で
誘
 

い
合
っ
て
参
加
し
て
頂
き
、
自
分
を
は
 

じ
め
、
家
族
の
健
康
を
守
っ
て
い
け
る
 

よ
う
努
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

健
康
に
関
心
の
あ
る
方
、
高
血
圧
や
 

高
脂
血
症
と
診
断
さ
れ
た
方
、
い
か
が
 

で
す
か
？
・
多
数
の
参
加
お
待
ち
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

．
と
 

き
平
成
4
年
4
月
か
ら
 

平
成
5
年
3
月
ま
で
 

毎
月
一
回
 
第
四
木
曜
日
 

午
前
9
時
 30 

分
、
午
後
1
時
 

．
と
こ
ろ
町
民
会
館
 

．
受
講
料
無
料
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
回
 

覧
を
ご
参
照
下
さ
い
。
 

．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

電
話
で
お
甲
込
み
下
さ
い
。
 

冒
 28
 

1
2
0
0
4
 
役
場
健
康
増
進
係
ま
で
 

締
切
は
3
月
末
日
で
す
。
 

2
月
2

日
に
、
地
区
公
民
館
連
合
会
 

（
太
田
荒
喜
会
長
）
の
役
員
研
修
会
が
行
 

な
わ
れ
、
「
行
事
と
運
動
」
な
ど
に
つ
い
 

て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
理
事
会
の
機
 

能
化
や
館
長
研
修
の
あ
り
方
を
は
じ
め
 

楽
し
ん
で
や
ろ
う
と
締
め
ま
し
た
。
 

ボラソティアありがとう オリジナルな運動をノ 

2
月
2

日
、
町
民
綱
引
き
大
会
が
行
 

な
わ
れ
、
一
般
男
子
の
部
で
は
、
3
区
公
民
 

館
チ
ー
ム
が
4
連
勝
し
ま
し
た
。
 

そ
の
他
の
優
勝
は
、
小
学
部
廿
大
浦
、
 

青
年
男
子
廿
 12
 

支
所
、
女
性
の
部
廿
3
区
 

で
し
た
。
来
年
は
打
倒
3
区
ノ
 

ソレッノ引け（4区チーム） 

1
月
 23 

日
に
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
 

ト
田
川
（
佐
藤
富
美
子
会
長
）
の
み
な
 

さ
ん
が
老
人
ホ
ー
ム
「
天
郷
荘
」
に
慰
問
 

に
来
ら
れ
、
車
い
す
な
ど
寄
贈
さ
れ
ま
 

し
た
。
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
婦
人
の
地
 

位
向
上
を
計
っ
て
お
ら
れ
る
団
体
で
す
。
 

2
月
 16 

日、 

20 

支
所
公
民
館
（
増
田
 

栄
館
長
）
で
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
 

ま
で
約
 70 

人
が
参
加
し
て
、
ふ
れ
あ
い
 

餅
つ
き
大
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
 
40 

加
 

の
餅
を
み
ん
な
で
楽
し
く
つ
き
、
 
20 

支
 

所
全
世
帯
に
配
り
ま
し
た
。
 

はじめての餅つきだあー 

固定資産税課税台帳兼名寄帳の縦覧 3月1日～20 日 役場税務課 
縄（一 一

 
一
 

鵬一 一
 

」（臓 
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 ■
 

目・ 
いいものいっぱいノ 

今年も、陶器まつりが開催されます。スケジュー 

ルに入れましょう 

●い つ 4月24日囲・25日田・26 日（日） 

健康づくり引き受けます 

田川保健所よりお知らせ

【むし歯予防教室】 
●い つ 4月3日（金）10時～1 1時 

●どこで 田川保健所 会議室 

●対 象 2歳～3歳までの幼児とその母親 

●内 容。「乳歯の大切さ」のお話し 

。カラーテスターによるチェックと指導 

●もってくるもの 現在使っている歯ブラシ 

●申し込み、問い合わせ 

電話で申し込んで下さい 

廿 44一0666 田川保健所予防課予防係 

（申し込み 15 名で締め切ります） 

【乳幼児発達クリニック】 

今まで行なっていた乳幼児健康診査を、 4 月よ 

り指導する乳幼児クリニックへと変更します。 

開催 日→毎月 

第1火曜日 乳幼児発達クリニック（小児科） 

第2火曜日 乳幼児発達クリニック（整形外科） 

神経芽細胞腫検査セット配布 

第3火曜日 乳幼児発達クリニック（小児科） 

乳幼児療育訓練（運動療法士） 

受付時間13:00-14 】30 

※クリニックは各週とも予約制です。 

【ー般健康相談日の変更】 

現在、毎週月曜日（午後）と木曜日（午前）に、健 

康相談を行なっていましたが、次のとおり変更と 

なります。 

●い つ 毎週木曜日（受付時間）9 : 00 -10 : 30 

●実施日 平成4年4月1日から 

お世話 します 

高齢者の職業相談

田川公共職業安定所では55歳以上65歳までのみ 

なさんの仕事の相談を受けつけています。お気軽 

にお立ち寄りください。 

ト問い合わせ先 田川市役所内、1階高齢者職業相 

談室冒44-2000 内線142 

国民年金からの 

お 知 ら せ 

●国民年金の保険料が4月から月額9,700円（現在 

9,000円）となります。付加保険料を納めている 

方は、10,100円（現在9,400円）になります。 

●一年間の保険料を前納されると、2,810円（一般 

の方）お安くなります 

●くわしくは役場年金係までグ 

お 忘 れ な く 

国民健康保険証の切りかえ 

現在お持ちの国民健康保険証は3月31日で切れ 

ます。早目に保険証を切りかえて下さい。 

’い つ 3月30 日（月）から 

●どこで 役場健康づくり課 

’もってくるもの 今持っている保険証と印かん 

検 

診 
. 

相 

圏
一
歳
半
検
診
 

11
 

日
困
町
民
会
館
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」 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
／
、
1
才9 

圏
胃
ガ
ン
検
診
 

13 

日
団
町
民
会
館
 

9
時
、
 10 

時
 30 

分
 

圏
乳
児
相
談
 

編m
糎
会
館
曾
 ケ月
 談 的

 
じ
 

圏
三
種
混
合
 

競
鰹
夢
含
芭
 

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
 

力
ッ
プ
が
行
な
わ
れ
ま
す
 

北
九
州
市
皿
倉
山
を
メ
イ
ン
会
場
に
 

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
国
際
大
会
が
、
3
月
 

27 

日
か
ら
4
月
5

日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
 

 ■
 

す
。
福
智
山
も
会
場
の
ー
つ
と
な
っ
て
 

お
り
、
世
界
一
流
の
選
手
た
ち
が
大
空
 

に
舞
い
ま
す
。
 

【
お
願
い
】
 

こ
の
大
会
は
県
内
全
域
の
 

長
距
離
レ
ー
ス
の
た
め
、
選
手
が
途
中
、
 

緊
急
着
陸
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

国
選
手
が
携
帯
し
て
い
る
着
地
証
明
書
 

に、 

サ
イ
ン
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

図
選
手
を
見
か
け
た
時
は
、
も
よ
り
の
 

駅
へ
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。
 

岡
ケ
ガ
を
し
た
選
手
を
見
か
け
た
ら
、
 

1
1
9
番
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
 

記
念
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
 

●
連
絡
先
 

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
国
際
大
 

会
事
務
局
（
北
九
州
市
役
所
観
光
課
 

内
）
丑
0
9
3
1
5
8
2
1
3
8
7
 

6
ま
で
 

い
出
会
い
か
が
や
き
定
時
制
』
 ノ
■
、
 

y
 

技
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
』
 

／
働
き
な
が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
？
又
 

平
成
4
年
度
の
田
川
地
区
定
時
制
高
 

校
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
 

固
募
集
定
員
 
田
川
東
高
校
、
西
田
川
 

高
校
と
も
普
通
科
、
1
年
生
、
若
干
名
 

固
検
査
科
目
 
国
語
、
社
会
、
数
学
、
 

理
科
、
英
語
お
よ
び
面
接
 

園
願
書
提
出
期
限
 
3
月
 21 

日
出
か
ら
 

3
月
 25 

日
困
ま
で
受
験
料
6
0
0
円
 

閣
学
力
検
査
日
3
月
 26 

日
困
 

固

合

格

発

表

3
月
 27 

日
団
 

※
詳
細
は
、
願
書
を
出
す
学
校
に
お
間
 

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
入
学
案
内
を
準
 

備
し
て
い
ま
す
。
 

田
川
東
高
校
 
冒
4
4
1
3
0
1
5
 

西
田
川
高
校
 
丑
4
4
1
0
3
1
5
 

メ
 
県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
 

●
募
集
科
目
 

⑥
高
卒
以
上
コ
ー
ス
（
一
力
年
）
 

空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン
 

科
、
電
気
設
備
科
 

⑥
中
卒
以
上
コ
ー
ス
（
一
力
年
）
 

総
合
建
築
科
 

⑥
一
般
求
職
者
コ
ー
ス
 

総
合
建
築
科
（
ー
カ
年
）
 

⑥
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
単
位
制
）
訓
練
（
六
 

ケ
月
）
 

溶
接
科
、
被
服
デ
ザ
イ
ン
科
（
随
時
 

募
集
）
 

☆
受
講
料
は
無
料
で
す
。
 

＊
詳
し
く
は
、
福
岡
市
東
区
千
早
の
同
 

校
廿
0
9
2
1
6
8
1
1
0
2
6
1
 

ま
た
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
 

所
ま
で
。
 

 ■ 
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
ノ
 

赤
池
町
老
人
ホ
ー
ム
「
天
郷
荘
」
の
 

寮
母
を
募
集
し
ま
す
。
 

．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

役
場
総
務
課
庶
務
係
ま
で
 

う 編集後記 

臨
時
議
会
で
財
政
再
建
計
画
 

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
計
画
 

に
従
っ
て
予
算
の
策
定
が
急
ピ
ッ
 

チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
 

来
年
度
の
「
広
報
あ
か
い
け
」
 

I

予
算
も
随
分
カ
ッ
ト
さ
れ
、
ぺ
ー
 

『
・
》
ジ
数
も
現
行
の
8

ペ
ー
ジ
か
ら
、
 

／
ぐ
 

4
5
6

ペ
ー
ジ
に
な
り
そ
う
で
 

す
。
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
み
な
 

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
ど
う
 

し
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
も
あ
 

れ
、
予
算
は
限
ら
れ
て
も
、
ま
ち
づ
く
 

り
の
熱
意
ま
で
限
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
が
ん
ば
り
ま
す
。
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